
（参考様式）

教科書

単位数

学
習
目
標

学
習
方
法

a

b

c

d

a b c d
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◎

・授業への取り組
み
・現象を物理的
な視点から考察
しようとする姿勢
・実験，課題等
への取り組み
・定期テストの成
績

レンズ

光の干渉と回折

光の性質

◎

光の各種性質を理解している。
各種レンズによってできる像について正しく理解して
いる。
光の干渉条件、光の道のりの差と干渉縞の間隔に
ついて理解している。

○○ ◎

○ ◎ ○

単元（題材）の評価規準学習内容

◎

○

干渉など波の基本

○

波源が単振動をするとき，その振動が周囲の媒質に伝わ
ると正弦波が生じることを理解できている。
波は干渉・屈折・回折・反射などの性質があるが、それら
が理解できているか、また、素元波の考えが理解できて
いる。
媒質に波が伝わる時間を考慮して，原点での単振動の
式をもとにして正弦波の一般式を正しくつくれる。

○ ◎ ○

学
習
評
価

評価の観点

波の伝わり方

音のドップラー効果

関心・意欲・態度
・自然現象に関心を持ち，科学的な見方をしている。
・授業，実験に意欲的に参加し，論理的に探究しようとする態度が見える。

◎

21

様々な運動 18

1.力が物体に及ぼす影響と運動との関係を理解し、剛体であっても質点と同じように基本的な原理・法則に基づいていることを理解できるように
する。
2.波の基本的な性質を学び、反射・屈折・回折現象の法則性を理解する。身近な音や光に関し学習する。
3.日常生活にもっとも密接な電気について理解し、電気によっておこるさまざまな現象とそのしくみを理解する。

評価の観点 科目の評価の観点の趣旨

・自然現象や科学的な現象を基本的な概念や原理及びその法則性を通して理解できた。知識・理解 

・科学的に探究する方法を習得できた。
・観察や実験の技能を修得できた。
・観察や実験の内容を的確に表現する方法を習得している。

思考・判断・表現

・授業で学習するさまざまな現象を，身近な事柄に結びつけて考える。
・ノートは，板書をそのまま写すだけでなく，自分なりに分かりやすく工夫してまとめる。
・疑問に感じた点や追求したい事柄はすぐに質問する。
・実験には関心・意欲を持って取り組み，実験の目的や原理を理解し、技能を身につける。
・問題集を積極的に解いて学習内容の定着を図る。

令和３年度　生田高等学校 年間指導計画
啓林館　総合物理（1　様々な運動・熱・波）
　　　　　 総合物理（2　電気と磁気　原子の世界）

第一学習社　セミナー　物理基礎＋物理
数研出版　フォローアップドリル　電気と磁気、波

副教材3

学年 2
理科・物理教科・科目

内容のまとまり

正弦波

音の伝わり方

単元（題材）時数

21

運動量の保存と反
発係数

剛体

運動量と力
積

剛体にはたらく力の
つりあい、重心

波の伝わり
方

学
期

・さまざまな物理現象を論理的に判断し問題点を表現できる。
・観察や実験を通して物理現象を理論的に考え，分析して問題を解決し，科学的に判断できる。

合計時数(50分授業)

波 光273

観察、実験の技能

評価方法

音波の波としての諸性質を理解している。
ドップラー効果について現象を正しく理解している。

2

〇◎

円運動する物体の様子を表す方法やその物体に働く力な
どについて理解している。
振り子に関する実験などを行い、単振動の規則性を見出
して理解するとともに、単振動をする物体の様子を表す
方法やその物体に働く力などについて理解している。
惑星に観測資料に基づいて、惑星の運動に関する法則を
理解している。
万有引力の法則及び万有引力による物体の運動について
理解している。

・授業への取り組
み

・現象を物理的
な視点から考察
しようとする姿勢

・実験，課題等
への取り組み

・定期テストの成
績

円運動、慣性力、単
振動

万有引力

1

波

剛体にはたらく力の効果は，力の大きさと向きのほかに，作用
線の位置により決まることを理解している。
剛体にはたらく力の合力をさまざまな場合に応じて求められ
る。

運動量と力積との関係について理解している。
衝突における力学的エネルギーの変化について理解してい
る。

・授業への取
り組み

・現象を物理
的な視点から
考察しようとす

る姿勢
・実験，課題
等への取り組

み
・定期テストの

成績

様々な運動 18

円運動と単
振動

万有引力

〇◎

◎

音の伝わり
方


